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「わかる」 と 「で きるJ の統ーを 目 指 し た授業づくり
コ ーチ ングを活用 し た保健体育科の実践 -
学官開発コ ース (10220908) 佐 藤 知 穂
本研究の 目 的は， コ ーチングを活用 した 「わかるJ と 「でき る j の統一を 目 指 した授業
づ く り を行い， その効果について検証する こ と であ る。 具体的 な コ ーチングと して用いた
の は， I質問J I提案J I承認」 等の コ ーチングの コ ミ ュ ニケーシ ョ ンス キル， I フ ィ ー ドパ
ッ ク J I�でき ない原因』 を考え る こ と J I学習カー ド」 を考慮 した コ ーチングで、ある。 その
結果， 82. 1%の生徒の 「わかる」 と 「でき る j が統一 さ れた姿が見られた。
[キ} ワ ー ド] 保健体育科， わかる ， でき る ， コ ーチング， フ イ } ド、バ ッ ク
1 問題の所在と 方法
(1) 問題の所在及。噺究の背景
中央教育審議会答申 (2008) では， 体育科， 保健
体前制こついて， I生涯にわたっ て健康を保持首進
し， 豊かなスポーツ ライ フ を実現オる こ と を郵見
して改善を図るJ と されている。 その中で， 現状
の課題と して 「運動する子 ども と そ う でない子ど
も の二極化J I子 ど もの体力低下傾向が依然深刻j
「運動への関心や自 ら運動する意欲， 各種の運動
の楽 し さや喜び， その基礎と なる運動の技能や知
識な ど， 生漉にわたって運動に親 しむ資質特旨力
の育成が十分に図 られていない例 も 見 られる こ
と j 等， 計 6 点が挙げられている。
保健体育科では， これらの課題を解決し， 具体
的な 目 標である 「生涯にわたって運動に親 しむ資
郡能力の育成J I健壊の保掃鵬のための実践力
の育成，J I体力の向上」 を図 り ， 知画的な 目 標であ
る 「明 る く 豊かな生活を営む態度を育て る」 こ と
を 目 指 してし 1かなければな らない。
体を動かすこ と は， I身f梢包力 を身に付け る と
と も に， 情緒面や知的な発達を促 し， 集団的活動
や身体表現な どを通 じて コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力
を育成する こ と や， 筋道を立てて練習や作戦を考
え， 改善の方法な どを話 し合 う 活動な どを通 じて
論理的思考力をは ぐ く むこ と J (文音防ヰ学省， 2008)
に も 資する。
それぞれの運動が有する特性や魅力に応 じて，
基礎的な身体能力だけでな く ， 失日識を身に付け，
生涯にわたって運動に親 しむこ と ができ る よ う に
する こ と が求め られている。
そのためには， Iわかるj こ と と ， Iでき る」 こ
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と を結び付ける必要がある と 筆者は考える。 また，
生徒が， それら を結び付ける こ と ができ る よ う な
授業づ く り が必要である。 その授業づ く り につい
て， 本研究では運動やスポーツ と かかわ り の深い
コーチングに着 目 した。
昨年度の教職実践フ。レゼンテーシ ョ ン I では，
コーチングの GROW モデノレを用いて， IわかるJ と
「でき るJ の統ーを 目 指 した授業を実践し， その
成果と部喧について検討した。 その結果， コーチ
ングの GROW モデ、ノレを用いた個別指導では 「わか
るJ と 「でき る」 の統一 された生徒の姿が見 られ7む
また， 課題と しては， 次の 2 点が挙げられた。
[課題①] 生徒の 「わかる」 と 「でき るJ の統ーの
ために有効である具体的なコ }チングについて明
確に示すこ と。
{課題②] Iわかる」 と 「でき る」 が統一 された状
態を， 生徒や教師が把握する手立てを検討する こ
と。
(2) 研究の 目 的
本研究の 目 的は， コ ーチングを活用 した 「わか
る」 と 「でき る」 の統一を 目 指 した授業づく り を
行い， その効果について検証する こ と である。
[課題①] [課題②] を解決するためのアプロ ー
チの方法を考え， 授業実践し， 考察及び成果と 課
題の検討を行 う 。
(3) 研究の方法
① [課題①] [課題②} を， 先行研究， 教職専門実
習 1 ， II で、行った実践を も と に， 解決するための
アプロ ーチの方法を考える。
倒受業づ く り を行 う 。
③教職専門実習皿で授業実践する。
倒受業の考察及び成果と 課題の衡すを行 う 。
2 先行研究の検討
(1) 保健体育科における 「わかるJ と 「でき る」
小 田 ・ 今崎 ・ 東川 ・ 松 田 (2004) は， IわかるJ
を 「知識 ・ 理論礼 「でき る」 を 「技能J と 体育の
授業におけ る 「わかるj と 「でき るJ を定義 して
いる。
(2) Iわかるj と 「でき る j の関係
岡出(1994) は， IWわかる』 こ と は不要j と し づ
見島平と ， IWでき る』 こ と を求める必要はない」 と
い う 対立する見角卒がある と述べている。 その上で，
二者択一の問題ではな く ， 第三者の IWでき る』 た
めには 『わかる』 こ と が必要J と し づ 立場を主張
し， 実際に授業を行 う 際には， IWわかる』 こ と を
『でき る』 こ と に結び付けていく 配慮、が大切J と
述べてい る。
金子(1988) は， IWわかる よ う な気がする段階』
から 『でき る よ う な気がする段階』 を経て 『でき
る段階』 に至る」 と 指摘 し， Iでき る」 ためには 「わ
かる」 こ と が必要であ り ， 両者を切 り 離すこ と 自
体に問題がある， と い う 態度を示 している。
(3) コーチの役割
俵 (2003) は， IW 目 的t叫 に届ける と い う のが コ
ーチングの基本的な概念」 と し， I馬車が コーチで
あ る な ら ば， 行き先を決めるのは乗客である選手」
と述べている。 また， I一つのこ と を教える に も，
い く つ も の引 き 出 しがあ り ， その中から選んで与
える こ と のでき る能力J をコーチに と って重要と
述べてい る。
グ リ ア イ ス (1926) 1) は， rコ ーチは単なるイ ンス
ト ラ ク タ ーではな く ， 教師であ り ， 人の性格を創
り 上げる者(character bui lder) ， 人のパーソナ リ
テ ィ ーを形成する者であるJ と し， コーチと教師
の閥系性にっし 1て述べている。
(4) コ ーチングの コ ミ ュ ニケーシ ョ ンス キル
関 ・ 山 田 ・ 嶋津 ・ 森田 ・ 斎藤 (2007) は， r コ ー
チングは， コ ーチが相手に指示命令する のではな
く ， 相手に 自 ら考え， 自 ら行動する よ う に促すコ
ミ ュ ニケーシ ョ ン技法の I つである。 目 標を達成
した り ， 障害を打開する ための答えや能力を， そ
の人自 身がすでに持っ ている と考え， コーチは質
閉そ捷案， 承認な どの様々 なコ ミ ュ ニケーシ ョ ン
ス キノレを使いなが ら， 会話を通 して相手の考え方
や能力， 夫婦哉な どを引 き 出 し， 目 標を達政する た
めの方策について一緒に考え， 行動化でき る よ う
サポー トする も のj と述べている。
(5) Iわかるj と 「でき る」 の統ーを 目 指 した授業
づ く り と コーチング
栗本(2009) は， rWわかってい る け ど， 行動でき
なし 寸 経験を しているのではなし 、かj と述べ， rコ
ーチングは， W知識』 と 『行動』 の聞の溝を埋めるj
と述べている。 したがっ て， rわかるJ と fでき るJ
の統ーを 目 指した実践では， コーチングが有効な
手段である と 考え られる。
(6) 本研究の方向性
先行研究を踏ま えて， 本研究の方向性を改めて
整理する。 図 1 は， rわかるJ rでき る」 と コーチ
ングの関係を表 した ものである。 本祈究で、 目 指す
のは， rわかる ・ でき るj 生徒， つま り A ゾーンへ
生徒を育成する こ と であ る。 白抜き の矢印は， そ













図 1 . rわかるJ rできるJ と コーチング
【告謀題①] r生徒の 『わかる』 と 『でき る』 の統一
のために有効である具体的な コーチングについて
明確に示すこ と J については， r質問J I提案J r承
認J 等の コーチングの コ ミ ュニケーシ ョ ンス キル
や， Iフ ィ ー ドパ ッ ク J rWでき ない原因』 を考える
こ と J I学習カー ドJ を考慮 したコーチングを活用
して， 生徒の考える能力， 失面哉な どを引 き 出すこ
と を意図 した実践を行 う 。 [課題②] rWわかる』 と
『でき る』 が統一 された状態を， 生徒や教師が把
握する手立てについて検討する こ と 」 については，
「わかる」 は， I学習カー ドの記述J I授業中の発
問への応答J ， Iでき るj は， I学習カー ドへの言目白
「授業中の発問への応答J r授業中の運動の様子」
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で把握 してし 、 く 。
3 実践と結果 (明 らかにな った こ と )
単元 : 球技 バス ケ ッ ト ボーノレ(選択)
対象 : A 市内 X 中学校第 2 学年 7 ・ 8 組
男子 15 名 女子 13 名 計 28 名
表 1 . íバスケッ トボール(選十周 」 単元計画
学習活動
1. ゲームを通して， 課題をみつける。
2. シュー ト を入れるための コ ツについて
3. ド リ ブ、ノレの行い方や， 有効な活用場面にっし 、て
洋品。
時数
4. 味方がと り やすし \/--\スについて学ぶり 11 2 
5 空間に走り 込むプレイ について学ぶ。 líτ
6. 5 分ゲームの リ ーグ戦左行う 。
7. 単元のま と めを行 う 。
表 2. í/ �スケッ ト ボール」 事前アンケー 卜結果
質問 YES NO 
運動が好きですか? 21 6 
運動が得意ですか? 1 1  16 
バス ケ ッ ト ボールの経験 24 4 
はあ り ますか?
バス ケ ッ ト ボールは好き 22 6 
ですか?







実践した授業は， 表 l の学習活動 12. シュー ト
の コ ツ について学ぶ」 の 2 時間である。 2/12 時間
目 の授業を 「授業 1 J ，  3/12 時間 目 の授業を 「授
業 II J と した。 授業の概要は， 表 3， 表 4 の通 り
である。
表 3. 授業 I の概要
閣 日時 : 201 1 年9 月 21 日 (n<) 10 :45�1 1 : 35 
圏 目標 : ボーパ操作の感覚を味わい， ナイ ス シュー ト のコ
ツを探ろ う !
園学習活動 : (2/12 時間 目)
- ウォ}ミ ングア ップρを行う 。
- 本時の学習活動の見通しをもち， 課題を設定する0
・ ボーノ]/1剰乍の感覚を味わ う ための運動を行 う 。
- ナイ ス シュー ト の コ ツについて考え， シューテイ ングゲ
ームや， ワ ンゴールゲームに取 り 組む。
- 振り 返 り と ま と めを行 う 。
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表 4. 授業 E の概要
図 日時 : 2011 年9 月 辺 日 (木) 9 : 45�10 : 35 
圏 目標 : 動きの中で、ンュー ト を打ってみよ う !
箇学習活動(3/12 時間 目)
- ウォー ミ ングア ップロを行う 。
- 相寺ι学習活動の見通しをもち， 課題を設定する0
・ ディ フェンスのいないスペースに走る練習を行う。
・ ナイ ス シュー ト の コ ツについて考え， シューテイ ングゲ
ームや， ワ ンゴーノレゲームに取り 組む。
- 振 り 返 り と ま と めを行 う。
(1) [課題①] へのアフ。ローチ
①コ ミ ュニケーシ ョ ンス キル 「質問」 の活用
a. リ ングの内径に関する ク イ ズ(授業 I )
図 2. リ ングの肉径に関する ク イ ズ ・ 問題
図 2 を提示 し， 生徒に リ ングの内径に関する
ク イ ズを行った。 生徒の回答は表 5 の通 り であ
る。
表 5目 リ ングの内径に関するク イ ズ ・ 回答
(1) リ ングの内径はボール 1. 0 個ヨシ→ 0 人
(2) リ ングの内倒まボサレ 1. 5 個分→25 人
(3) リ ングの内径はボール2. 0 個分→ 3 人
b. シュー ト のコ ツに関する質問 (授業 I )
授業記録は， 表 6 の通 り である。
表 6. 授業記飯J)
i T : (パ ッ ク ボー ドと リ ンク守を書いた大判所長長示ナる)i リ ングに見える ? 大丈夫? リ ングに川 ボー ドが
あ り ます。 四角があ り ます。 こ う い う小さい四角があ
るんだけど， シュー ト をする時はこの四角を利用 して
シュー トする と いし りて一見始句に言われています。 今 i
! 日 は実際に、ンューティ ングゲーム とカ九 シュー ト練習 il -けど 一 日こ 山叩 |








みにどこに当てた コ入り そ う ?
r--s日の (取しながらi-問!Jの四角山方の角に | 
| T : 何? この辺の角に当てる と ? | 
i Sl1 :いやその…その側の方の・ 自分がどつち側に寄つてる !
i 
i T正: うん う /L凶ゐ
i Sl1 : 寄ってる倶!Jの方の四角に. . .当てる…
T : じゃあ， こっちに立ってたら， こっちに当てれば:v \1; 、 i
ってこ と ? i 
Sl1 : はし 、。 I
T : 他にある ? どこ ら辺に当てたらいいかなって? i 
(生徒はそれぞれ考えている) ! 
T : ど う ? ま あ， いろいろ考えはあるかとは思いますが， i 
実際にやってみたいι思いまマ九 i 
C. 個別指導における コ ーチング
(授業 1 ， 授業ll)
・ 「 と、の辺をね ら っ た らいい ? J
・ 「 どの辺にあたった ら入った ? J
. r走る場所は ? J
・ 「敵がいない と こ ろ は ? J
②コ ミ ュ ニケーシ ョ ンス キル 「提案J の活用
a. 事前アンケー ト を も と に したシー ト
(授業 1 ， 授業II )
図 3. 事前ア ンケー 卜 をも と に したシー ト
事前のア ンケー ト を も と に， 図 3 のよ う なシ
ー ト を作成 した。 これは， 長尾 ・ 岩瀬 ・ 甲斐崎 ・
大橋(2009) を参考に したものである。 ハー ト の
内側には授業で行いたいこ と等， タM則には授業
で行し 、た く ないこ と等を記入してま と め， 授業
の始めに生徒に提示する よ う に した。 授業を行
っていく 中で， 挑戦したい こ と ， ノレール ・ き ま
り 等を書き 足 してい く こ と を生徒に提案 した。
生徒の 「わかる」 と 「でき る」 につながったか
は不明だが3 目標を意識 して取 り 組む姿キ安全
に留意 して学習 に取 り 組む生徒の姿が見 ら れ
た。
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③コ ミ ュ ニケーシ ョ ンスキル 「承認」 の活用
a. 個別指導における コーチング
(授業 1 ， 授業II )
. rナイ スパス ! J 
・ 「ナイ スシュー ト ! J 
. r今のいいね ! J 
④ 「フ ィ ー ドパ ッ ク 」 を考慮 した コ ーチンク守
a. 個別指導における コーチング
(授業 1 ， 授業II )
・ 「今， ボー ドの四角 に当ててシュー ト でき て
いたね ! J 
・ 「シュー ト は入 ら なかったけ ど， ボー ドに 当
ててシュー ト を打っていたねJ
⑤ r�でき ない原因』 を考える こ と 」 を考慮 したコ
ーチング
a. シュー ト が試合で入 らない原因を考える こ
と (授業II)
授業制樹立， 表 7 の通 り である。
表 7. 授業記錬�
T : 学習カード言臥しても らったんだけど， 側守備P i 
みんな， 練習では出来たけど澗合でで、はあんま り入れら '
! 枕…カ恥山つ北た一練習と何が違う ? 日昨宇日の丹. . .亡こ と振り返つてみて. .一l.、。
Sl1 : 相手がいる・ ・ ・
T : 相手がいる。
Sl1 : それで妨害されていい方向から打てないとカ元
T : う~ん。 紺脅なんか， 相手lこ邪魔されて打てなかった
場面とかあった?
(多数うなずく )
T : そ うだよね~。 誰もし 、なかったら打ちやすし 、よね そ
う したら， ど う したらいいかな。
(生徒はそれぞれ考えてし 、る)
T : ディ フェンスが， ってしづか守りがいないと ころでも
らえたらシュー トできるって訳だよねワ 練習ではシ
ュー トできるんだから。 できる・ ・ ・だからそ ういう練習
を今日はしてし 、きたいと思いま士一 ! 
前時の生徒の振 り 返 り の中には， 1/3 の生徒
が 「練習ではシュー ト が入ったが， 試合では入
ら なかったj と し 1 う 内容の記述を していた。 そ
のため， rシュー ト が試合で入 ら ない原因」 を
考える こ と を提案 した。
@ r学習カー ド」 を考慮 したコ ーチング (授業 I )
a. 図 4 のよ う な学習カー ドを活用 して， コ ー
チングを行っ た。 生徒が 「今 日 の振 り 返 り J に
言晒 した内容 と ， 生徒の 「振 り 返 り J f�xすする






l -ω " →  今糸￠而ι六ま品ー | 
図 4. 学習カー ド
表 8目 振 り 返 り と コ メ ン ト
回 シュー トを決める ときにフ リーだと決まるが周 りに相
手がいる と う ま く決めるこ とができなし L プレーの中で常
に周 り を見て相手のいないスペースに動く と よし 、。
回 いいと ころに気づいた札 (欄 みんなにも広めて
あげて ! (提案〉
回 シュー トが一本も入らなかった。 明 日峨めた川
田 シュー トチャンスはなかった? (質問 コツは試して
みま したか? (質問) これからサッカ一部がカギになって
く るこ とでしょ う ! 頑樹、
図 パスが通らなかった。 シュー トが入らな恥た(ゲーム
でlま) シュー トが入った(練習でlま)
目 パスが通らない原因を考えてみよ う ! (できない原因
を考えるこ と) 練習で入ったなら， 次はゲームでシュー ト
を入れてみよ う ! (提菊
図 シュー トが思ったよ り入れることができたのでよかっ
た。 チームワークがよかったと思った。
回 たく さん決めていたね ! (承認 フィードパック ) コ
ツをつかめたのかな? チームワーク抜群 ! (承認 フィー
ドパック) 次も頑張ろう !
図 今までのパスケの授業で l 番シュー トが入ったと思
う。 シュー トを打つ時のコツをつかめたので良かった。 ゲ
ームでもディ フェンスをきちんと明もた。
回 いい札 今 日の目標達成だ礼 一歩先を進んでいたね
(承認， フィードパック)
学習カー ドを通 して， r質問J r提案J r承認」
「 フ ィ ー ドパ ッ ク J rでき ない原因を考え る こ
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と J の 5 点を意識 してコーチングを行 う こ と が
できた。
しかし， 学習カー ド、の記入には時聞がかかっ
た。 また， 記入 している際に， 言葉に関する質
問や， 書き方に関する質問， 生徒の鉛筆が止ま
り ， 考え込む姿があったO
(2) [課題②] へのアフ。ロ ーチ (授業 1 )
① 「わかる」 の把握の方法
a. 学習カー ドの言E弛 : rナイ ス シュー ト の極意」
の欄に， r四角J I四角 の角J rボー ド」 等の記
述があった場合は 「わかる」 と判断し， そのよ
う な記述がない場合や空欄の場合は 「わから な
い」 と 判断する。 ま た， I今 日 の振 り 返 り J の
欄に， r四角 をね ら う と いい こ と がわかっ たj
f四角の角 をね ら う と よかったJ Iボー ドをね
ら う と いい こ と がわかった」 等の記述があった
場合は 「わかる」 と 判断 し， その よ う な言己主が
ない場合は 「わからなし リ と判断する。
b . 授業中の発問への応答 : 授業の振 り 返 り の
時間に， Iシュー ト 打つ時， ボー ドの四角 に 当
て よ う と 思っ て頑張っ た よ ! っ て人 ? ・ ・ ・入っ
た ， 入 ら な い 関係 な く 意識 で き た よ ! っ て
人 ? J と い う 質問を全員に行ったO その際， 挙
手 した生徒は 「わかるJ ， そ う でない生徒は 「わ
から ない」 と 判断する。
② 「でき るj の把握の方法
a. 学習カー ドの記述 : I今 日 の振 り 返 り 」 の欄
に， Iシュー ト が入った」 等の記述があ っ た場
合は 「でき る」 と 判断 し， その よ う な言自主がな
い場合や空調の場合は 「でき ないj と判断する。
b. 授業中の発問への応答 : 授業の振 り 返 り の
時間に， Iシュー ト決めた ! っ てし 寸 人 ? J と
い う 質問を全員に行った。 その際， 挙手した生
徒は「でき るJ ， そ う でない生徒は「でき ないJ と
判断する。
C . 授業中の運動の様子 : シュ ーテ ィ ングゲー
ムの時間に， シュー ト を入れていた場合は 「で
き るJ と判断 し， そ う でない場合は 「でき ないj
と判断する。 ま た， ワ ン ゴールゲームの時間に，
シュー ト を入れていた場合は 「でき るj と判断
し， そ う でない場合は 「でき なし リ と判断する。
③ 「わかるJ と 「でき る」 の把握の方法
a. 授業中の発問への応答 : r どっ ちかlこいた時
は， その立ってる方の角 をね ら う と入 り やすい
な~って感 じた人 ? J と い う 質-聞を全員に行っ
た。 その際， 挙手 した生徒は 「わかる」 と 「でき
る」 が統一 された生徒， そ う でない生徒は 「わ
かるj と 「でき る」 が統一 されていない生徒と判
断する。
④ 「わかる」 と 「でき る」 把握の結果
①~③の方法で把握 した と こ ろ， 表 9 の よ う な
結果と なった。
表 9. rわかるj と 「できる」 の把睦i犬況
A ゾーン 「わかる ・ できるJ →23名 (82. 1%)
B ゾーン 「わからない ・ できるJ → 1 名 ( 3. 6%) 
C ゾーン 「わかる ・ できなし リ → 3名 (10. 7%)
D ゾーン 「わからない ・ できなし V → l 名 ( 3. 6%) 
a. B ゾーン 「わからない ・ でき るJ
図 「わからないJ . . . 1ナイ ス シュー ト の極意j
の欄は， 空欄で、あっ た。 また， 1今 日 の振 り 返
り 」 の欄は， 1シュー ト は決ま ら なかったけ ど
協力で、き て よ かったですj と言団主 してお り ， シ
ュ ー ト の コ ツ に関する記述はなかっ たo 更に，
授業中の発問 ( 1わかる」 を把握するために行っ
た発問) への挙手はなかっ たため， 1わか ら な
し リ と 判断 した。 「でき る」 ・ ・ ・ 「今 日 の振 り 返
り 」 には， 1シュー ト が入 ら なかっ たJ と 記述
しているが， ワ ンゴーノレゲームの際にシュー ト
を決めていたため， 1でき る」 と判断した。
b. C ゾーン 「わかる ・ でき なし リ
日 「わかるJ . . . 1ナイ ス シュー ト の極意」 の
欄は， 1わ く の中の角 をね ら う J と 記述 してお
り ， 1わかる」 と判断に した。 「でき ない」 ・ ・ ・ 「今
日 の振 り 返 り 」 の欄は， 1ち ょ 一つかれた。 次
はシュー ト を決めたし \J と言自主 している。 また，
シューテ イ ングゲームやワ ンゴールゲーム に
シュー ト を決めている姿は見 られなかっt� 更
に， 授業中の発問 ( 1でき るJ を把握するために
行った質問) への挙手はなかったため， 1でき な
し リ と 判断した。
回 「わかるJ . . . 1ナイ ス シユ } ト の極意J の
欄は， 1パ ッ ク ボー ドの四角 をい しきする こ
をえが く よ う にJ と 記述 してお り ， 1わかるj
と 判断 した。 「でき なし リ ・ ・ ・ 「今 日 の振 り 返 り j
の欄には， 1パス回 しができ なし リ と 記述 して
お り ， 1シュー ト が入った」 等の記述がない。
また， シュ}テ ィ ングゲ}ム， ワ ンゴーノレゲー
ムの際にも， シュー ト を決めている姿は見 られ
なかっ た。 更に， 授業中の発問 ( 1でき る」 を把
105 
握するために行っ た質問) への挙手はなかっ た
ため， 1でき なし \J と判断した。
図 「わかるJ . . . 1ナイ ス シュー ト の極意J の
欄は， 1パ ッ ク ボー ドの ど こ にあてる かをみて」
と 記述 してお り ， 1わかるj と 判断 した。 「でき
ないJ . . .  1今 日 の振 り 返 り 」 の欄は， 1シュー
ト が一本も入らなかっ九 明 日 は決めたし \J と
い う 記述があった。 また， シューテ ィ ングゲー
ムやワ ンゴールゲームに， シュー ト を決めてい
る 姿は見 られなかっ た。 更に， 授業中 の発問
( 1でき る」 を把握するために行っ た質問) への
挙手はなかったため， 1でき なし リ と判断 した。
c. D ゾーン 「わからない ・ でき なし リ
回 「わからないJ . . . 1ナイ スシュー ト の極意j
の欄は， 空欄で、あったO ま た， 1今 日 の振 り 返
り J の欄も空欄で、あった。 更に， 授業中の発問
uわかる」 を把握するために行っ た発問) への
挙手はなかっ たため， 1わか ら ないJ と 判断 し
た。 「でき ない」 ・ ・ ・ 「今 日 の振 り 返 り J の欄は，
空欄で、あったo また， シューティ ングゲームや
ワ ンゴールゲームに， シュー ト を決めている姿
は見 られなかった。 更に， 授業中の発問 ( 1でき
る j を把握するために行っ た質問) への挙手は
なかっ たため， 1でき なし \J と 判断 した。
(3) 女子 A チームの姿
1/12 時間 目 ， 試しのワ ンゴールゲームを行った
と こ ろ， 女子 A チームは一度も勝つこ と ができ な




S23 : 文化部が 1， 2， 3 人ですよ ?
S24 : 3， 4人ですよ ? j 
T : ああ， 知ってる， 知ってる ! I 
S23 : 不公平過ぎるわー | 
323 は， 事前ア ンケー ト において， 運動は好き
ではな く ， 得意でも ないが， バス ケ ッ ト ボーノレは
好き と 回答 していた。 また， 「授業で羽織 したいこ
と 等j の欄を空欄で提出 していた。
2/12 時間 目 ， シューテ ィ ングゲームを行った と
こ ろ， 女子 A チームは， 女子 3 チームの中で一番
本数が少なかった。 しかし， その差は， 1 本であ
った。 また， ワ ンゴーノレゲームを行った と こ ろ，
女子 A チームは一度も勝つこ と がで、き なかっ たO
生徒の 「振 り 返 り 」 は， 表 11 の通 り である。
表 1 1 . 今臼の振 り 返 り①
回シュー トを入れられそうな所まで来たのfu�スでまわ
してしまった。 みんなで同じ所にいないのがコツ。 (3)
図次回は， シュー トをたく さん決めたい。 もっ とチーム
0:みんなで協力してパスをつなげたい。 (心
図今日は， あま り シュー トをゲームの中でうてなかった。
ゲームの中でも， シュー トを入れた り ， ド リ ブノレして攻め
たり したし、 (4)
固シュー ト練習では， ゴ ノーレを決めることができたけれ
と 試合の中ではシュー トできなかったので， 試合の中で
も応用 してゴーノレできるよ うにしたし吋寸。 (3)
図シュー トは決ま られなかったけど協力できてよかった
て寸。 (3)
※ (  ) 内は 5段階の自己評価
3/12 時間 目 ， こ の時間のワ ンゴーノレゲームで女
子 A チームは連勝する こ と ができ た。 シュー ト が
試合で入ら ない原因を考え， ディ フ ェ ンスのいな
いスペース に走る練習 と ， ワ ンゴールゲームを行
った。 生徒の 「振 り 返 り J は， 表 12 の通 り である。
表 1 2. 今日の振 り 返 り ②
回シュー トを初できめられ丸 やり方を改善しただけで
すこやし 、勝つこ とができて楽しかった ! ! (5) 
図パスをたく さんつなげられた。 相手のパスも うばえた。
シュー トもたく さん入れられた。 (の
図昨日 とは違い， 自分から攻めていったり ， シュー トを
したりできたので， よかったですミ チームの中でも， 流れ
るよ うなゲームができる よ う になったし， パスまわしがで
きてよかったですO なによ り ， やっていて楽しかったのが
よかったです� (5) 
固昨日までは一勝もできずに終わってしまいま し九 で
も， 練習て倣側、加、ところに走ってし 、 く こ と を練習する
と， 2 連勝したり と ， すごく いし 、成積がでるよ う にな り ま
した。 これからは， もっ とせし 、かく にパスをするこ とがで
きるよ う になって， 流れるよ うなゲームができる よ う にな
り たいです。 (5)
図かたま りすぎる とパスがまわらなく なる し， ド リ力レ
もできなし 、 (5)
※ (  ) 内は5段階の自己言刊面
2/12 時間 目 のシュー ト 打つ時の コ ツ (個人的技
能) と ， 3/12 時間 目 のディ フ ェ ンスのいないスペ
ース に走 り こむこ と (集団的技能) が結びついた結
果， 女子 A チームは連勝する こ と ができた。
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4 考察
(1) [課題①] へのアフ。ロ ーチ
①A ゾーンの生徒について (23 名)
82. 1%の生徒が， I質問J I提案J I承認j 等の
コーチングのコ ミ ュ ニケーシ ョ ンス キルや， Iフ ィ
ー ド、パ ッ ク J I�でき ない原因 』 を考える こ と J I学
習カー ドj を考慮 したコーチングに よ っ て 「わか
るJ と 「でき るj が統一され丸
② 「わからないj 生徒について (2 名)
a .  B ゾーンの S25 と ， D ゾーンの S2 である。
こ の 2 名 は， 事前ア ンケー ト においてバスケ ッ
ト ボーノレが楽 しい時 (楽 しい と 思 う で あ ろ う
時) について， I ド リ ブノレ している と き (S25) J 
「みんな と ワイ ワイする と こ ろ (S2) J と答えて
いる。 授業 1 ， 授業 E の学習活動は， Iシュー
ト を入れる ためのコ ツについて学ぶ」 で、あった。
そのため， 元々 ， Iシュー ト を入れたし リ と い
う 思いがな く ， 授業の中でも 「シュー ト を入れ
たし リ と い う 思いが高ま る場面がなかったので、
はなし 泊せ 考え られる。 そのよ う な生徒の 「わ
かる」 も確実に保障 してい く 工夫が必要であ る。
b.  Iわかる」 の把握の際に行ったコーチングの
コ ミ ュ ニケーシ ョ ンス キルで、あ る 「質問」 は，
全体出幕の場面が多かった。 個別指導の場面も
設ける必要がある。
C . 学習プ リ ン ト の言葉， コーチングの コ ミ ュ
ニケーシ ョ ンス キノレを使 う 際の言葉の意味が，
生徒 と 教師聞でずれが生 じている こ と も考え
られる。 生徒の実態を十分捉えた上で授業を行
う 必要がある。
③「でき ないj 生徒について (4 名)
a. C ゾーンの S4， S5， S13 と ， D ゾーンの S2
である。 こ の 4 名 の生徒は， 男子生徒である。
このク ラ ス の男子のゲームは， ロ ングシュー ト
を打つ生徒が多い。 E団住が長ければ長いほ ど，
ノミ ッ ク ボー ド を使っ たシュー ト は難 し く なる。
シ ュ ー ト の距離に も配慮 しなが ら授業を進め
ていく 必要がある。
(2) [課題②] へのアフ。ロ ーチ
①学習カー ドの記述
学習カー ドの記入時の様子から考える と ， 記述
量が多かったこ と ， 言葉の意味が難しかったこ と
が考え られる。 教師側は， 項 目 を細分化する と ，
「わかるJ と 「でき る」 の把握が しやすいが， 生
徒側には負担がかかる と 言える。
CIDf受業中の発問への応答
全体指導の場面だけでな く ， 個別指導の場面で
も有効に活用する必要がある。
@t受業中の運動の様子
1 時間の授業で， 全員の運動の様子を細かく チ
ェ ッ クする こ と は難 しい。 生徒同士で涯動観察で
き る よ う な手立てが必要である。
(3) 女子 A チームの姿から
①「わかるJ Iでき るJ ためには， 複数の要素が必
要な場合も考え られる。 今回， 個人的技能 と集団
的技能が結び付いて 「わかる」 と 「でき る j につ
ながった と考え られる。
②教師が 「わかるJ と 「でき る」 の統ーを 目 指す
だけでな く ， 生徒が 自 ら 「わかるJ と 「でき る」
の統ーを 目 指すよ う な学習集団を育ててい く 必要
がある。 そのためには， Iわかる」 こ と と 「でき るJ
こ と の楽 し さや喜び， 必要性を生徒が感 じ られる




① 「わかるJ と 「でき る」 の統ーを 目 指 した授業
では， I質問J I提案J I承認」 等の コーチングの コ
ミ ュニケーシ ョ ンス キルや， 1フィ ー ドパ ッ クJ I�で
き ない原因 』 を考えるこ と J I学習カー ドJ を考慮 し
た コ ーチングを活用する こ と が有効である こ と が
明 らかになった。
②生徒が， Iわかる」 こ と と 「でき るJ こ と の楽 し
さや喜び， 必要性を感 じる こ と に よ って， Iわかる」
と 「でき る」 の統ーがな される こ と が明 らかにな
っ たO
(2) 課題
①生徒が， IわかるJ と 「でき る」 の統一の必要性
を感 じ， 自 ら考え， 行動 したい と 思える授業にす
るための手立てをよ り 深 く 検討する こ と。
信激師のみな らず， 生徒が仲間 と のかカわ り の中
で 「わかる」 と 「でき る」 の統ーを 目 指すこ と が
でき る よ う な手立てを検言寸ずる こ と。
③学習カー ドの記述量や内容の精選を図る こ と。
④財団安 したい， でき る よ う にな り たい， と い う 願
いを持っていない生徒への手立てを検言寸する こ と。
注
1) 既に市白坂のため， 堀 (2009) よ り 間接引用 した。
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